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目的 と背景

持続的で環境負荷の少ない農業生産のためには,適切な化学肥料 と堆 きゆう肥の利用,家畜

ふん尿の適切な廃棄処理が必要である。そのためには,ま ず地域での農業生産と化学肥料の施

用量,家畜ふん尿の発生量の実態と養分による環境影響の指標である農地での養分収支を把握

することが重要である。そこで,農業統計を基礎資料 として,都道府県・市町村単位で作物生

産量,家畜ふん尿発生量,化学肥料施用量を求め,農地での養分収支を算出するデータベース

システムを開発 した。

内容

データベースシステムは,農林水産研究計算センターが提供 している共通基礎(数値)データ

ベースにある「農産物等の市町村統計」の 1997年度産分や,農業統計から養分量を求める変

換係数(作物の水分 。窒素・リン酸・カリの含有率など)な どを登録 した表計算ソフト(MiCrOso■

Excel)の 表 と,指定 した地域の農業統計を検索 し,養分収支の枠組み(図 1)に 沿った養分量 と収

支を算出するマクロプログラムから構成される(図 2)。

マクロを起動 し,指示に従って都道府県名 と市町村名を入力すると,当 該地域の農業統計(表

1,2;茨城県つ くば市の例,以下同じ),農業統計から求められた養分量(表 3,4),枠組みに沿っ

た養分収支(表 5)が示される。
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活用面

データベースシステムは,マ クロの起動 と表示されるダイアローグに従って都道府県名・市

町村名を入力するだけの簡単操作で,国 内の任意の地域での養分収支を求めることが出来る。

算出結果から,養分過剰の度合いの他に,た とえば特定の作物への施肥が多い,家畜の飼養頭

羽数が多いといった養分過剰の原因を求めることも出来る。

また,地域での家畜ふん尿等の有機物資源の量を把握できることから,こ れらの地域内また

は地域間移出入による有効利用の指針をたてる際に利用できる。

表 1作物生産に関する出力伸1 表2畜産に関する出力
作付面積 (h〔 反収 (kg/10:収 穫量 (t) 撃L牛 520 要頁

公開の方法

デー タベースシステムは
,

CD―ROMの 形で無償配付 してい

る。対応 Osは ,Macos xま た

は windOws2000以 降,Excel v.X,

または 2000である。
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留意点

農業統計に登録されていない地域特産物が多 く栽培 されている地域や家畜を飼養 している地

域では,地域での化学肥料の施用量や家畜ふん尿の発生量が低 く見積 もられる。化学肥料の削

減技術 を導入 した場合の養分過剰の変化を求めるといったシナリオ分析を行 うためには,計算

の基 となる化学肥料の施用量などに記載された値を書 き直す必要がある。

問合せ先

化学環境部栄養塩類研究グループ 三島慎一郎

電話 。ファックス:029-838-8324;E― mail:mishimヒ s@affrc.gojp
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表3作物生産に関する養分フロー
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